
小諸市水道事業 市民報告会

小諸市上水道課

株式会社水みらい小諸

１ 開会

２ 挨拶 小諸市建設水道部長 山浦立男

３ 報告 株式会社水みらい小諸

代表取締役社長 馬渡政至

（前半）水道事業の現状について

（後半）水みらい小諸のこれまでの取り組みと

 これからの取り組みについて

４ 質疑応答

５ 閉会



小諸市水道事業
市民報告会

小諸市上水道課

株式会社水みらい小諸



目的

• 今回の説明会は、小諸市民の皆様へ水道事業の現状ととも
に、水みらい小諸のこれまでの取組みとこれからの取組みを
説明することを目的とします。
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本日の発表内容

【前半】水道事業について

• 水の重要性と公共水道の役割

• 水道システムの基本構造

• 水質管理と安全性

• インフラの維持と課題

• 経済性と料金設定

• 水源の保全と持続可能性

• 緊急事態への対応

• 前半のまとめ

【後半】水みらい小諸について

• 水みらい小諸の紹介

• 設立経緯

• 業務内容

• これまでの主な活動と成果

• 具体的な業務の紹介

• イノベーションと技術の導入

• 市民の皆様との連携

• 今後の短期計画

• 長期的な展望と戦略

• 持続可能性と人材育成

• 市民の皆様の生活への影響

• 後半のまとめ
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水の重要性と公共水道の役割

３



水道システムの基本構造

４

※出典：小諸市上水道課HP



水道管理と安全性

５

※出典：令和５年度水質検査計画



インフラの維持と課題

６

今後の老朽管延長

老朽管の漏水

出典：厚労省HP



経済性と料金設定

※出典：令和４年度小諸市水道事業決算書より水みらい小諸作成

７

減価償却費等
33%

維持管理費
43%

人件費
4%

水の購入費
15%

借入金利息 4% その他
1%
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水源の保全と持続可能性

８

水道感謝祭

出前授業



緊急事態への対応
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前半のまとめ
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水は生命維持に必須で、公衆衛生を保護します。

安定した水供給は取水から浄水、配水までの確立された
プロセスによります。

厳しい水質基準と継続的監視で水の安全を保証します。

定期的なインフラ点検と災害対応計画がサービスの信頼性を
高めます。

公平で透明な料金設定により、経済的に持続可能な水道サー
ビスを実現します。

1.公平で透明な料金設定により、経済的に持続可能な水道サービスを実現します。



水みらい小諸の紹介

【経営理念】自ら考える人材育成を通して水から地域のみらいを共創する

商号 株式会社 水みらい小諸

創立 平成30年12月27日

代表者 代表取締役社長 馬渡 政至

役員
代表取締役社長 馬渡 政至（水ing）
取締役 野口 良太（水ing） 監査役 吉野 慶太
取締役 山浦 立男（小諸市） 監査役 土屋 政紀

資本金

3,000万円

出資比率：小諸市 35％

 水ingAM株式会社 55％

第一環境株式会社 10%

事業内容
1. 指定管理事業小諸市の水道施設の維持管理・料金徴収など

2. 新規事業 下水道料金徴収、小諸水道大学校、他の市町の水道関連の業務

売上高 3億6,300万円（令和４年度）

従業員数
23名（令和5年4月1日時点）

市退職派遣 5名、 水ing出向 6名、第一環境出向 ３名、プロパー 9名(准社員、専門社員含む）
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設立経緯

４

公民共同企業体の設立し、指定管理者制度を選択

検討の背景

１．人口減少に伴う収益減の見込み

２．更新費用（財源）の不足

３．職員減少

小諸市の水道に関する課題

このままでは、 技術の維持が困難になる

より専門知識を有する職員による事業の効率的化が必要

単なる委託範囲の拡大では、市が技術力を失う

地域に技術力を確保し、より効率的な運営体制

包括委託では根本的な課題は解決しない

組織の基盤を整備した上で様々な課題に
対応

民間主導による公民共同企業体を設立

公と民の強みを持ち寄り、小諸市の水道事業をあるべき姿に

「民間ノウハウの最大活用」 と 「小諸市の責任」 の両立

全国の水道事業共通の課題
でもある

職員の人事異動がある中、水源や施設の数
も多く、管理レベルの確保等が課題

公民連携の検討

経営が健全なうちから、将来への対応が
必要と判断

検討内容
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業務内容

４

大分類
中分
類

事業内容 備考

指定管理業務

• 施設の維持保全業務（点検、修繕など）

• 料金徴収関連業務（窓口対応、滞納整理など）

• 給水装置関連業務（受付、各種検査など）

• 工事関連業務（設計支援、施工監理支援など）

• 水道事務支援業務（計画策定、予算決算など）

• 水道事故等対応

• その他

消火栓管理、資材管理、システム関連整備

（料金・マッピング）、人材育成など

水道事業運営の根幹に関わる業務は「官」
で行い、日常的な業務は可能な限り「民」へ
委託

小諸市で行う業務

水道事業経営（予算・決算・認可・計
画）

議会対応 

料金決定

資産所有、４条関係業務 など

新
規
事
業

広域
連携

• 長野県内市町村の施設の維持管理や料金徴収
業務等を通して、「管理の一体化」の受け皿へ

• DX、ITツール等による事業体の業務効率化に貢
献（遠隔監視、水質自動計測装置等）

事業体のメリット

• 職員減少・高齢化への対応

• 地元での技術力確保

• 緊急時対応力の強化

研修
事業

• 地域水道を支える人材育成を目的に「小諸水道
大学校」を開催 

• 県内を中心とした水道技術者育成の場と
し、広域連携に資する場を提供

水みらい小諸の事業内容としては、指定管理業務のほかに新規事業を展開
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これまでの主な活動と成果

• 安全衛生委員会開催回数  ２５回

• 事故報告回数   １６回

• 指定工事店への事業説明会   ４回

• 水道大学校開催回数  ２７回

• 地域活動実績回数   ７回

• 見学、視察対応   ３５回

• 給水装置工事受付実績  １,１５６回

• 料金調定件数  ５３２,０８５回

• メータ交換件数   ９,４７４回

• 消火栓移設・修繕実績   ４０件

• 開閉栓件数 １３,２７０件

• 漏水修理件数      ６３２件

※令和５年６月時点
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具体的な業務の紹介

４

〇水道管の漏水修理業務について
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具体的な業務の紹介

４

〇水道管の漏水修理業務について
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具体的な業務の紹介

４

〇水道管の漏水修理業務について
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具体的な業務の紹介

４

〇水道管の漏水修理業務について
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具体的な業務の紹介

４

〇水道管の漏水修理業務について
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イノベーションと技術の導入

４

〇業務システム再構築について

旧マッピングシステム

新マッピングシステム

紙資料

料金システム

消火栓等データ

更新

電子化

連携

連携

管理システム長野様式

変換 変換
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市民の皆様との連携

４

小諸ふれあいフェスティバル

信州小諸ふーどまつり

21



今後の短期計画

• スマートメーターの導入: 消費者の水使用量をリアルタイムで
監視し、データの自動収集と分析を目的としています。

• 自動水質監視機器の導入: 水質の連続監視を自動化し、品
質保持の効率化を図ります。

• 業務分析と課題抽出:既に行われている業務分析に基づいて
改善すべきポイントをさらに明確していきます。

• 業務の機械化: 省人化を目指し、特定の業務プロセスの自動
化を検討していきます。
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長期的な展望と戦略

４25

長野県の流れに柔軟に対応し、広域化に貢献

（資料）長野県水道ビジョン

A圏域 Ｂ圏域

個別
発注

a市 b市 c市 d市

・・・ 佐久圏域 ・・・

小諸市

指定
管理

e市

水みらい小諸の役割 (イメージ)

共同
発注

共同発注の受け皿
地域の個別課題

への対応
技術の展開

（管理方法、ITツール等）

個別
発注

各圏域の広域化に柔軟に対応

各事業体の業務の効率化への貢献

管理の一体化を通して、圏域の共同発注の受け皿へ

地元の企業連携し、長野県の水道事業を共に守れる企業へ

・・・・・・ ・・・

目指す姿

※長野県内企業と共に成長する事が重要

（提案）

長野県の水道に関する業務

・・・ 水みらい小諸の業務イメージ

・・・ ・・・ ・・・・・・

23



持続可能性と人材育成

４4

平成30年度末 令和元年度末 令和2年度末 令和3年度末 令和4年度現在

社員数 2 23 （25） 26 （27） 25 （26） 23 （24）

退職派遣者 0 7 7 6 5

民間企業出向者 2 12 11 10 9

プロパー社員 0 4 （6） 8 （9） 9 （10） 9 （10）

プロパー社員の比率 － 24% 33% 40% 42%

※（ ）内の数字は、専ら検針業務に従事する専門社員を含めた人数

水みらい小諸の社員体制の推移

水みらい小諸の人員計画

退職派遣協定書に基づく
小諸市からの

退職派遣者

出向契約書に基づく
民間企業からの

出向者
地元雇用による

プロパー社員

出向期間終了後に小諸市に復職する制度。
従来の包括委託方式に比べて水道事業運営側の
技術の空洞化の予防になる一方で、水みらい小諸の
社員の流動性は高くなりやすい。

※本発表では、社員の流動性を以下のように定義
①社員が出向元に復職する or 退職する場合の変化

②社外から人を採用する場合の変化

※本発表では、プロパー社員を水みらい小諸にて
採用している社員として定義
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市民生活への影響

４25



後半のまとめ

４

水みらい小諸は将来にわたり小諸市の水道事業を持続さ
せるために設立されました。

設立から約４年半を経過し、これまで行われてきた業務の
引継ぎを確実に行っています。

業務に関する様々な情報を電子化し、今後、事業計画を策
定する際の基礎データを整備しました。

今後も様々な市民イベントへの参加を通じ、水道に関する
情報を公開していきます。

持続可能な水道事業の実現に向けて、引き続き専門家の
育成を続けていきます。
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